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清

水

建

設

は

、

２

０

２

１

年

６

月

に

、

環

境

ビ

ジ

ョ

ン

「

Ｓ

Ｈ

Ｉ

Ｍ

Ｚ

　

Ｂ

ｅ

ｙ

ｏ

ｎ

ｄ

　

Ｚ

ｅ

ｒ

ｏ

　

２

０

５

０

」

を

公

表

し

た

。

シ

ミ

ズ

グ

ル

ー

プ

が

目

指

す

持

続

可

能

な

社

会

を

、

「

脱

炭

素

社

会

」

「

資

源

循

環

社

会

」

「

自

然

共

生

社

会

」

の

３

つ

の

視

点

で

捉

え

、

そ

れ

ら

の

実

現

に

貢

献

す

べ

く

、

２

０

５

０

年

ま

で

に

自

社

活

動

に

よ

る

負

の

影

響

を

ゼ

ロ

に

す

る

だ

け

で

な

く

、

お

客

様

や

社

会

に

プ

ラ

ス

の

環

境

価

値

を

積

極

的

に

提

供

す

る

こ

と

を

目

指

す

べ

き

姿

に

掲

げ

た

（

＝

図

表

）

。

　

「

資

源

循

環

社

会

」

の

実

現

に

向

け

て

は

、

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

（

Ｃ

Ｅ

）

に

段

階

的

に

移

行

す

る

こ

と

を

見

据

え

て

、

社

会

実

装

の

準

備

を

進

め

て

い

る

。

リ

ニ

ア

と

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

が

混

在

す

る

期

間

（

バ

ト

ン

ゾ

ー

ン

）

に

お

い

て

は

、

建

物

の

価

値

や

健

全

性

を

再

評

価

し

て

長

寿

命

化

を

図

る

こ

と

、

解

体

建

物

を

資

源

と

み

な

し

極

力

再

利

用

す

る

こ

と

な

ど

、

価

値

の

創

出

「

Ｂ

ｅ

ｙ

ｏ

ｎ

ｄ

　

Ｚ

ｅ

ｒ

ｏ

」

に

取

り

組

ん

で

い

く

。

■

建

材

の

天

然

資

源

消

費

量

を

削

減

　

建

設

廃

棄

物

を

再

資

源

化

し

、

建

材

の

一

部

と

し

て

再

利

用

す

る

こ

と

で

、

天

然

資

源

の

消

費

量

を

削

減

す

る

取

組

み

を

推

進

し

て

い

る

。

通

常

、

建

設

現

場

か

ら

発

生

す

る

廃

棄

物

は

中

間

処

理

場

に

排

出

さ

れ

る

が

、

最

近

で

は

、

「

広

域

認

定

制

度

」

を

利

用

し

て

、

メ

ー

カ

ー

の

製

造

工

場

に

廃

棄

物

を

直

接

戻

す

こ

と

で

、

建

材

の

原

料

等

に

再

資

源

化

す

る

活

動

を

加

速

さ

せ

て

い

る

。

コ

ス

ト

の

観

点

で

は

、

現

場

か

ら

の

収

集

・

運

搬

効

率

の

飛

躍

的

な

向

上

と

、

回

収

可

能

な

品

目

を

増

や

す

こ

と

が

不

可

欠

で

あ

り

、

建

設

業

界

全

体

で

、

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

の

輪

を

広

げ

て

い

く

。

　

最

近

、

板

ガ

ラ

ス

の

マ

テ

リ

ア

ル

リ

サ

イ

ク

ル

に

取

り

組

ん

だ

事

例

が

存

在

す

る

。

解

体

建

造

物

に

使

用

さ

れ

て

い

た

外

装

ガ

ラ

ス

を

板

状

の

ま

ま

取

り

外

し

、

ガ

ラ

ス

以

外

の

素

材

を

選

別

・

除

去

し

た

後

、

細

か

く

砕

い

て

カ

レ

ッ

ト

状

に

加

工

し

、

ガ

ラ

ス

製

造

工

場

の

品

質

検

査

を

経

て

、

板

ガ

ラ

ス

の

原

材

料

と

し

て

利

用

し

た

。

■

木

質

建

材

の

循

環

シ

ス

テ

ム

を

構

築

　

循

環

資

源

と

し

て

再

生

可

能

な

木

材

活

用

は

世

界

中

で

注

目

さ

れ

て

い

る

。

当

社

は

、

需

要

拡

大

が

見

込

ま

れ

る

木

造

・

木

質

建

造

物

に

利

用

す

る

木

材

の

循

環

調

達

を

目

指

す

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

「

シ

ミ

ズ

め

ぐ

り

の

森

」

を

推

進

し

て

い

る

。

こ

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

は

、

当

社

が

木

材

を

消

費

す

る

需

要

家

と

し

て

だ

け

で

な

く

、

森

林

資

源

の

再

生

に

も

主

体

的

に

取

り

組

み

、

循

環

型

の

木

材

活

用

を

推

し

進

め

る

も

の

で

あ

る

。

具

体

的

に

は

、

群

馬

県

川

場

村

の

村

有

地

を

植

林

地

と

し

て

借

り

受

け

、

最

大

�

年

間

に

わ

た

り

、

自

社

事

業

で

利

用

す

る

木

材

を

産

出

す

る

森

林

の

育

成

に

取

り

組

ん

で

い

く

。

さ

ら

に

、

地

域

と

連

携

し

な

が

ら

、

こ

の

活

動

を

全

国

に

広

げ

て

い

く

。

　

他

方

、

木

材

を

加

工

す

る

際

に

生

じ

る

お

が

粉

に

つ

い

て

は

、

炭

化

さ

せ

バ

イ

オ

炭

と

し

て

コ

ン

ク

リ

ー

ト

へ

貯

留

す

る

こ

と

で

、

長

期

間

の

炭

素

貯

留

を

行

う

こ

と

も

で

き

る

。

　

こ

の

よ

う

に

、

森

林

資

源

の

循

環

活

用

を

目

指

す

「

シ

ミ

ズ

め

ぐ

り

の

森

」

を

通

じ

、

脱

炭

素

社

会

と

資

源

循

環

社

会

の

実

現

に

寄

与

し

て

い

く

。

■

循

環

が

可

能

な

材

料

や

工

法

を

再

検

討

　

建

材

に

再

資

源

化

材

を

活

用

す

る

こ

と

に

よ

り

天

然

資

源

の

消

費

量

を

減

ら

す

こ

と

は

可

能

だ

が

、

よ

り

天

然

資

源

の

消

費

量

を

削

減

で

き

る

リ

ペ

ア

や

リ

ユ

ー

ス

を

行

う

た

め

に

は

、

建

材

の

接

合

方

法

や

健

全

性

の

観

点

か

ら

、

材

料

や

工

法

の

抜

本

的

な

見

直

し

が

必

要

と

な

る

。

そ

こ

で

、

東

京

大

学

と

実

施

し

て

い

る

社

会

連

携

講

座

「

物

質

サ

ー

キ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

建

設

学

講

座

」

で

は

、

循

環

経

済

の

社

会

実

装

に

最

大

限

貢

献

す

る

建

造

物

の

設

計

・

施

工

シ

ス

テ

ム

の

確

立

に

向

け

た

共

同

研

究

を

推

進

し

て

い

る

。

　

具

体

的

に

は

、

建

設

材

料

の

主

要

構

成

元

素

の

循

環

を

追

跡

・

予

測

す

る

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

モ

デ

ル

や

、

元

素

・

物

質

の

持

続

的

な

循

環

性

の

評

価

指

標

を

研

究

し

て

い

る

。

ま

た

、

建

設

材

料

・

部

材

の

用

途

に

応

じ

て

複

数

の

機

能

を

実

現

で

き

、

か

つ

性

質

・

形

態

を

容

易

に

変

化

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

素

材

や

、

そ

れ

ら

を

用

い

た

建

設

材

料

・

部

材

の

実

用

的

な

製

造

方

法

に

つ

い

て

も

研

究

し

て

い

る

。

　

研

究

成

果

を

活

用

し

て

、

環

境

的

に

も

経

済

的

に

も

無

理

な

く

元

素

・

物

質

を

流

通

・

循

環

さ

せ

る

建

造

物

の

実

現

を

目

指

し

て

い

く

。

　

こ

の

よ

う

な

活

動

を

通

じ

て

「

Ｓ

Ｈ

Ｉ

Ｍ

Ｚ

　

Ｂ

ｅ

ｙ

ｏ

ｎ

ｄ

　

Ｚ

ｅ

ｒ

ｏ

　

２

０

５

０

」

を

達

成

し

、

お

客

様

や

社

会

に

プ

ラ

ス

の

環

境

価

値

を

積

極

的

に

提

供

す

る

と

と

も

に

、

持

続

可

能

な

社

会

創

り

に

貢

献

し

て

い

き

た

い

。

神

奈

川

県

生

産

性

本

部

は

７

月

�

日

、

横

浜

市

内

の

ホ

テ

ル

で

第

�

期

「

生

産

性

ト

ッ

プ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

ク

ラ

ブ

」

朝

食

会

を

開

催

し

た

。

「

生

成

Ａ

Ｉ

技

術

の

発

展

が

企

業

や

働

く

人

々

に

与

え

る

影

響

と

は

」

と

題

し

て

、

慶

應

義

塾

大

学

商

学

部

・

山

本

勲

教

授

が

講

演

し

た

（

＝

写

真

）

。

山

本

氏

は

、

「

Ｉ

Ｔ

が

中

間

層

の

ル

ー

テ

ィ

ン

タ

ス

ク

を

代

替

し

た

よ

う

に

、

生

成

Ａ

Ｉ

は

特

定

の

タ

ス

ク

に

お

い

て

人

の

仕

事

を

代

替

す

る

。

従

来

の

タ

ス

ク

は

生

成

Ａ

Ｉ

に

任

せ

、

人

は

生

成

Ａ

Ｉ

が

で

き

な

い

高

度

な

タ

ス

ク

を

担

う

べ

き

で

タ

ス

ク

ト

ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

ョ

ン

が

必

須

。

こ

う

す

る

こ

と

で

雇

用

維

持

と

生

産

性

・

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

が

向

上

す

る

」

と

指

摘

し

た

。

山

本

氏

は

、

海

外

の

実

証

研

究

か

ら

の

知

見

と

し

て

、

労

働

者

の

従

事

す

る

タ

ス

ク

が

高

度

化

す

れ

ば

、

Ａ

Ｉ

な

ど

の

新

し

い

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

は

雇

用

を

減

少

さ

せ

な

い

と

い

う

タ

ス

ク

ト

ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

ョ

ン

の

重

要

性

と

Ａ

Ｉ

な

ど

を

活

用

す

る

た

め

に

組

織

改

革

・

経

営

改

革

が

生

じ

れ

ば

、

生

産

性

上

昇

効

果

に

よ

っ

て

雇

用

は

増

加

す

る

と

い

う

補

完

的

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

重

要

性

を

紹

介

し

、

「

高

度

な

タ

ス

ク

と

人

と

の

マ

ッ

チ

ン

グ

を

行

い

、

人

と

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

の

協

働

関

係

を

構

築

す

べ

き

」

と

述

べ

た

。

日

本

の

労

働

市

場

特

性

を

踏

ま

え

た

見

通

し

に

つ

い

て

は

、

「

二

極

化

」

は

観

察

さ

れ

る

が

ア

メ

リ

カ

よ

り

は

不

明

瞭

で

、

雇

用

の

二

極

化

の

度

合

い

が

小

さ

く

、

ル

ー

テ

ィ

ン

タ

ス

ク

が

ま

だ

多

く

残

っ

て

い

る

可

能

性

が

あ

り

、

Ａ

Ｉ

技

術

失

業

の

余

地

が

大

き

い

と

の

見

方

を

示

し

た

。

ま

た

非

正

規

雇

用

へ

の

Ａ

Ｉ

普

及

の

影

響

は

甚

大

に

な

る

可

能

性

が

あ

り

、

タ

ス

ク

ト

ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

ョ

ン

を

可

能

に

す

る

再

教

育

（

リ

ス

キ

リ

ン

グ

）

の

重

要

性

を

強

調

し

た

。

山

本

氏

は

Ａ

Ｉ

利

活

用

に

関

す

る

日

本

の

将

来

像

に

つ

い

て

、

「

平

均

的

に

見

れ

ば

Ａ

Ｉ

利

活

用

が

進

ま

ず

雇

用

が

温

存

さ

れ

る

こ

と

が

考

え

ら

れ

る

が

、

グ

ロ

ー

バ

ル

化

の

影

響

を

考

慮

す

る

と

Ａ

Ｉ

に

よ

る

技

術

失

業

が

直

接

的

に

は

生

じ

な

く

て

も

、

Ａ

Ｉ

を

利

活

用

し

な

い

た

め

に

国

内

企

業

が

淘

汰

さ

れ

、

結

果

的

に

技

術

失

業

が

生

じ

る

可

能

性

が

あ

る

」

と

の

見

方

を

示

し

た

。
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